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Oo@ Artus［1970］ 19641～67111Q イギリス 化学 「世界 英の稼動率 ○19601～66111Q 〃 自動車 〃 競争国の稼動率 ○
Cooperθ’α1［1970］1958－65 A イギリス 家庭用陶器 世界 国内販売の対前年変化率 ×
（企業レベル） 〃 ? ? ? ? ．国内販売のトレンドからのかい離 ×





19591～631V〃 〃 事務用機器B祉 西欧 〃 ×
（産業レベル） 1958～65 〃 〃 家庭用陶器 アメリカ イギリスの失業率 ×
?
〃 〃 〃 〃 陶器産業の雇員1水準 ×
〃 〃 〃
? ? 国内向け生産 ×
? ?
〃
? ? 国内向け生産のトレンドからの々・い離　， X











〃 〃 ④ミットランドの失業率 ?
〃
?
〃 〃 カナダ ③のみ○
鱗×










〃 〃 当該産業の国内販売 ○
1961111～6611i〃 〃 ? アメリカ ①当該産業の国内販売額 ×
〃 〃 〃 〃
? ②当該産業の国内販売量 X
〃 〃
? ? ? ③当該産業の失業率 ×??
1 1 1 ? ④ミッドランドの失業率
Dイギリスの失業率
??
〃 〃 〃 〃 カナダ ①～⑤ ×












Duffy－Renton19561－6811Q イギリス 製造業 カナダ 製造業生産のトレンドからのかい離 ×
［1970］ 〃 ? ? 〃 アメリカ 〃 ×
〃 〃 〃 〃 ベルギー 〃 ×
〃 〃 〃 〃 ギリシャ 〃 ×
? ? ? ? アイルランド 〃 ×
〃 〃
? ? 日本 ? ×
?．
〃
? ? オランダ 〃 X
〃 〃 〃
? スペイン 〃 ×










［1970］ ? ? OECD諸国 ? 〃 〃 O
Meyer　zu　Schlochter1955前1卜69後半S フランス 全財 世界 競争国のDPの加重平均 ○
一Yajima［1970］ ? 〃 西ドイツ 〃 〃 DP；工業生塵のトレンドに対する比 X
?
〃 イギリス 〃 〃 〃 ×
〃 〃 rl本 〃 ? 〃 ×
?
〃 アメリカ 〃 ? 〃 ×
〃 〃 非OECD諸国 〃 〃 〃 X
Adams－Junz1955前半～69SP フランス 全財 世界 貿易相手国のPD ○
［1971］ 後半2 PD＝工業生産のトレンドに対する比
? ? 西ドイツ 〃 〃 〃 ×
〃 〃 イギリス 〃 〃 ? ○
〃 〃 アメリカ ? 〃 〃 O
? ? カナダ 〃 ? ? ×
〃
? 11本 ? ? 〃 ×
〃 〃 その他OECD ? 〃 〃 ×
Siebrand［1972］1952～68 A オランダ 全財 ．ill：界 失業率の…階の差分 ×
〃 〃 〃 〃 〃 過剰生産能力の一階の差分 ×























































































Winters［1974］19551～651VQ イギリス 全財 世界 Adams　6’α～［1969］と同じ X
??
Artus［1974〕 1958－72 S フランス 製造業　（価格） 世界 稼動率 ×
? ? 西ドイソ 〃　　（〃） ? 〃 ○
〃 〃 1．1本 〃　　（〃） ? 〃 ×
〃 〃 イギリス 〃　　（〃） ? ? ×
ノノ 〃 アメリカ 〃　　（〃〉 〃 〃
?
Aurikko［1975］1958－71 Q フィンランド 紙　　　（価格） ．世界 稼動率 ○
〃 〃 〃 その他財（〃） 〃 〃 ○
〃 〃 〃 金属　　（〃） 〃 〃 ×
Amano［1976］19611～73111Q カナダ 全財　　（価格） 世界 失業率 ○
? ? オラン．ダ 〃　　（〃） ? 〃 ○
Lawrence〔1978］1962前～77前S アメリカ 製造業 ．田二界 競争国のqの加重平均 ○
　　墜r●　　　　　臨P－P962〔II1～75則? 〃 〃 ? q；現実の産出／潜在産昌ll ○
Siebrand［1979］1952～73 A オランダ 全財 臥界 過剰能力の一階の差分 ○
Dunlevy［1980］1957－75 Q アメリカ 全財 世界 稼動率 ○
〃
??
イギリス ? ? 工業生産のトレンドに対する比 ×
Nluellbauer一、Vinter1957111～761VQ イギリス 製造．業 ．世界 国内需要の操作変数 ×
［1980］ ? ?? ? 〃 〃 失業率 ×
Zilberfarb［1980］1955－75 A イスラエル ダfヤ1掛の全財 世界 現実のGNP／潜在GNP ○
Winters［1981］1955－73 A ・fギリス 16財 世界 国内販売トレンドに対する比 2財
のみ○
〃 〃 〃 〃　　（価格） 〃 ? 3財
のみ○
〃 〃
? 〃　　（〃） 〃 海外のDDP 4財
のみ○
〃 〃 〃 全財 10地域 国内販売のトレンドに対する比 5地域
○
Geraci－Prewo1958－74 A アメリカ 全財 世界 現実の産出量／潜在ノ引出量 ×
［1982］ ? ? 日本 〃 ? 〃 ×
? ? フランス ? ? 〃 X
〃
? 西ドイツ ? ? ? ×
〃 〃 イギリス ? 〃 〃 ×
??????????????????
』跳 Haynes－Stone1955互一791VQ アメリカ 全財　　（需要） 世界 CY＝所’得のトレンドからのかい離 ○［1983aコ ? ? ? 〃　　（供給〉 ? 〃 ×
〃
?
ノノ 〃　　（需要） ? △CY ×
〃
? ? 〃　　（供給） 〃 ? ○
Haynes－Stonc．19471～791VQ アメリカ 全財 ．世界 CY ×
［1983b］ 〃 〃 イギリス ? ? ? ×
?
〃 アメリカ 〃　　（価格） ? ? X
? ? イギリス 〃　　（〃〉 〃 〃 X
Spenser［1984］1963前～79．後S 先進14力国 製造業 世界 輸β1国の稼動率／競争国の稼動率の ×
加斎：平均
Bond［1985］ 1967～81 A 製造業品輸出国 全財 工．業．国 GDP／潜在GDP ×
〃 〃 （途L国） ．〃 OPEC諸国 〃 ×
〃 〃 〃 非石油産出途．」．二 ? X











? 非鉄金属（〃） ? κ二実質産出量 ×
?
〃 〃 皮革　　（〃） 〃 常＝κのトレンド値 ×
〃 〃 〃 化学　　（〃〉 ? ×
〃
?
〃 紙　　　（〃） ? ○
?
〃 〃 非金属鉱物（〃） 〃 ×
〃
?
ノノ 自動車　（〃） ? X
?
〃 〃 工作機械（〃） 〃
?
Arize．［19871 196iト82 A 象．牙海岸 全財 ！i堺 需要関数→．世界所｛1｝のトレンドから 需x
のかい離 供x
〃 〃 チュニジア 〃 〃 供給関数→．輸畠国の実質生産：量のト 需×
レンドからのかい離 供×
〃
? モロッコ ? ? 需×
供×
?
〃 ケニア 〃 〃 需○
供×
1　〃 〃 アッパーボルタ ? ? 需×
供○
〃 〃 ザンビア 〃 〃 需×
供×
〃 ・〃 モーリタニア 〃 〃 需x
供×







研　究　者 計測期間 期種 対　象　国 対　象　財 貿易相手国 D　D　P　変　数 有意性
Godley－Shepherd19551～6411Q イギリス 全財 ．i！堺 稼動率＝K ×
［1965］ 〃 ? 〃 ? 〃 失業率＞1．5％の時のK ×
〃






Arella［1967］1958～65 A アメリカ 15財 世界 稼動率 8財で○
19541～6611Q 〃 全製造業 ? 〃 ○












〃 〃 〃 ③②＋サービス ? 〃 ○





































Norton　θ’　召」　［1969］19621～68111Q オーストラリア 財＋サービス 世界 失業者数 ○




























































〃 〃 イタリー ? 〃 PD．＝貿易相手国のPDの加重平均PDO
〃 〃 イギリス 〃 〃 PDNコアメリカへ輸出している国PD×
?
〃 アメリカ 〃 ? のPDの加重平均 DNO
〃
? カナダ ? 〃 PD＋○
〃 〃 日本 ? 〃 PD＋○
Gregory［1971］948～68 Q アメリカ 全財 世界 稼動率 ○
Rees－Layard［1971］1959～69 Q イギリス 基礎金属 世界 フルキャパシティーで生産．している ×
〃
? ? 半製品 ? 製造業者の比率 ×
? ?
〃 半製資本財 ? ○
〃
?
〃 完成資本財 〃 ○
〃 〃
? 消費財 〃 ○
〃 〃
? 燃料 〃 ×
〃 〃 〃 食品 〃 ×
Marston［1971］9551～67mQ イギリス 半製品 世界 所得のトレ．ンドからのかい離i O
〃 〃 〃 完成品 〃 〃 ○
〃
?
〃 基礎原料 〃 〃 ○
?
〃 〃 全財 〃 ? ○
Siebrand［1972］1952～68 A オランダ 全財 世界 失業率の一階の差分 X
?
〃 〃 〃 〃 過剰生産能力の一階の差分 ×
〃
? ?
〃 〃 潜在需要一生産能力 ○
Norton－Henderson195811卜691VQ オーストラリア 全財 世界 失業率 ○，
［1973］
Resnick」Truman1953～68 A ベルギー 非食品 西欧 （Q－Qつ／Q“Q；工業生産 ○
［1973］ 〃 〃 〃 ? その他諸国 Q宰＝Qのトレンド値 ○
?
〃 フランス 〃 世界 O
? ? 西ドイツ ? 〃 ○
〃
? イギリス ? ? ○
〃 〃 オーストリア 〃 その他諸国 ○
〃 〃 ノルウェー 〃 〃 ○
?
〃 デンマーク 〃 世界 ×
〃





??? Samuelson［1973］1960－72 S カナダ 全財 世界 GNP／潜在GNP ○
〃 〃 オーストラリア 〃 〃 ○
〃 〃 フランス 〃 〃 ○
? ? 西ドイツ 〃 〃 ○
〃 〃 アイルランド 〃 〃 ○
〃 〃 オーストリア 〃 〃 ○
〃 〃 フィンランド ? ? ○
? ? スイス 〃 〃 ○
〃 〃 スペイン 〃 〃 ○
? ? イタリー 〃 〃 ×
〃 〃 イギリス ? ? X
〃 〃 ベルギー；ノレクセンブ 〃 〃 X
ルグ
〃
? デンマーク 〃 〃 ×
〃 〃 スウェーデン 〃 ? 』×
Basevi［1973］〜 P 西ドイツ SITCO十1 世界 稼動率 ?
イギリス その他製造．業 ? ：．1．二業生産指数／そのトレンド値 ○
イタリー SITC2十4 〃 稼動率 ○
〃 SITC5～9 〃 〃 ○
カナダ SITC2十4 アメリカ 〃 ○
〃 〃 その他諸国 〃 ○
〃 仙動：1匝）バーツを除く） アメリカ ? ○
SITC5－9
〃 自動車・パーツ 〃 〃 ○
オランダ SITC3 世界 ? ×
? SITC5～9 〃 失業率の一階の差分 ○
フィンランド 最終消費財 〃 稼動率 ○
Batchelor－Bowe
〜 2 イギリス 45財 1i刊堺 産出量．／そのトレンド値 9財で
［1974］ ○
Vanthielen　［1974a］1963111～701VQ ベルギー 最終財 ．ill堺 ③集計稼動率 ×
〃 〃 〃 〃 〃 ⑤輸入競争産業の稼動率 ○
〃 〃 〃 設備財 〃
?
○
〃 〃 〃 〃 〃 ⑤ ×
?
??
〃 〃 〃 その他の財 ? ③も⑤も ×
Vanthielen［1974b163m～701VQ ベルギー 金属 世界 産出量／潜在産出量 ×


















































































































































































Siebrand［1979］1952～73 A オランダ 全財 』世＝界 過剰能力の一階の差分 ○
Geraci－Prewo1958～74 A 西ドイツ 全財 世界 実質所得の変化率 ○
［1982ユ 〃 〃 アメリカ ? ? X
〃 〃 日本 〃 ? ×
〃 〃 フランス 〃 〃 ×
〃 〃 イギリス 〃 〃 ×
Haynes－Stoneユ9551－791VQ アメリカ 全貝オ　　（需要） 世界 アメリカの所得のトレンドからのかい離 ○
［1983a］ 〃 〃 〃 〃　　（〃） 〃 その変化 ×
〃 〃 〃 〃　　（供給） ? その他諸国所得のトレンドからのかい離 ×
? ? ? 〃　　（〃） ? その変化 ×
Haynes－StoIle19471～791VQ アメリカ 全財 ．世界 所得のトレンドからのかい離 ?
［1983bユ 〃 ? ノ．「 〃　　（価格〉 ? ×
〃 〃 イギリス 〃 〃 ×
〃 〃
? 〃　　（価格） ? ×
Kohler－McMahon19641－77mQ オーストラリア 全財 世界 稼動率 ○
［1983］
Spencer［1984］1964前～79後s 先進14．力国 製造．業 世界 （産幽十最終需要）／潜在産’i、量 カナダ
ユ外○
Aurikko［1985a］19631～831VQ フィンランド 全財 世界 GDP／潜在GDP ○
〃 〃
? 原材料 ? ○
〃 〃
? 消費財 ? ○
Jackson［1985］1948～68 Q アメリカ 全財 世界 稼動率 ○
Cuthbertso11　［1985］19671～1984Q イギリス 製造業 世界 フルキャパシティー以下で稼動して O
IV いる企業の割合
Arize－Afifi［1987］1960～82 A 30力国 全財 世界 実質所得のトレンドに対する比 15力国
閣○
Arize［1987］ 1960～82 A 象牙海岸 全財 ．世界 D SO
（需要）→輸入国の実質所得のトレン Dり
〃 〃 モロッコ 〃 ? ドからのかい離 ∬り
〃
? ケニア 〃 ? S SO
（供給）→．世界の実質所得のトレンド DO
〃




? ザンビア 〃 〃 S×
D×
〃 〃 モーリタニア 〃 ? SODO
Dunlevy－Deyak1957～82 Q カナダ 全財 ．胆堺 In（Y／Y＊）　Y＝GNP ○
［1989］ 〃 ? 〃 〃 〃 △1n（Y／Yり　Y亭＝潜在GNP ×
注　期種のQは四半期，Sは二半期，　Aは年率をあらわす。
　　有意性の○はDDP変数の係数がDDP仮説から期待される符．号を持ち，かつ統計的に有
　　意（原則として5％水準）であることを示し，×はそれ以外のケースを示す。
